
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＳの使い方 

                                          校長 冨田
とみた

 英雄
ひでお

 

 

氷川の杜の緑が一段と濃くなり、吹き抜ける風にも、初夏を感じる季節となりました。つい先日は真夏

日を観測するなど、これからは熱中症が心配される季節でもあります。こまめな水分補給、バランスのと

れた食事、十分な睡眠をとるなど、健康管理に気を配るとともに、体育の授業や運動部活動ではマスクを

外すなど熱中症対策を心がけることが大切です。 

本校体育祭が、５月２１日（土）（雨天で中断）及び２４日（火）の２日間で開催されました。感染症

拡大防止のため例年より規模を縮小しての実施でしたが、生徒はお互いが協力し合いながらもてる力を十

分に発揮し、体育祭を大いに盛り上げてくれました。生徒からは、体育祭を終えて「仲間の大切さを知っ

た」、「体育祭の係がしっかり仕事をしているから体育祭が成り立っていることを学んだ」、「最後まであき

らめない、挑戦することの大切さを知った」などの感想を聞くことができました。また一歩、成長してく

れたのではないかと思います。保護者の皆様には、コロナ禍となって初めて体育祭を御参観いただきまし

た。雨天のため途中で中断となり御迷惑をおかけしましたが、多くの保護者の皆様に御来場いただき、誠

にありがとうございます。今後の感染状況次第ではありますが、可能な限り本校の教育活動を参観いただ

く機会を増やしていければと考えております。 

さて、先日、学校と警察等との連絡協議会に参加しましたが、警察から、ＳＮＳを通じて犯罪被害に遭

う児童生徒数が年々増加していると情報提供がありました。誹謗中傷やいじめ、有害コンテンツによる被

害、性犯罪被害などの他、ネット依存、ゲーム依存も増えているとのことです。本校では、ＳＮＳの使い

方については、スマホ・タブレット安全教室を実施するなどして注意喚起を行っておりますが、トラブル

はあります。ＳＮＳでは、機器を操作して間接的に会話しますが、その向こう側にいるのは、感情をもっ

た人間です。そのことを忘れず、思いやりの心をもち、送信する前に相手を傷つける内容になっていない

かをよく確認することが重要です。決して悪口を書き込んだり、なりすまして相手を傷つけたり、勝手に

他人の情報や写真を拡散させたりしないことを守ってほしいと思います。また、ＳＮＳを通じて犯罪被害

に遭わないためには、警察のホームページでも注意喚起しているように、ＳＮＳで知り合った人と気軽に

会わない、ＳＮＳ上に掲載されたら困るような写真を撮らない、撮らせない、送らない、位置情報がわか

る写真を掲載しないことも守ってほしいと思います。さらに、夜遅くまでゲームをしていて寝不足で学校

に登校し、体調不良を訴える生徒もいますので、スマートフォンの使い方、時間帯も注意が必要です。こ

れらのことは、学校でも繰り返し指導してまいりますが、御家庭でも折に触れ、ＳＮＳの使い方、ルール

について話し合っていただければと思います。 
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学校教育目標 

『人間性豊かな 
実践力のある生徒』 

たしかな学力 
   ゆたかな心情 
   たくましい身体 


